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2025年 第50週（12/8~12/14）国際線状況
・日本行き便数が917便、回復率（2019年比べ）63.1%

・韓国行き便数が940便、現段階でNo.1

2025年 第50週（12/8~12/14）国際出港便の⽬的地域の割合分布 2025年 第50週（12/8~12/14）中国から主要国/地域への便数と回復率
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2025年直近 中国-日本出航便の状況まとめ ‒ 12/18時点

https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly

・日本行き便数が917便、回復率（2019年比べ）63.1%、11/24の週から減少傾向

https://dast.133.cn/aviation/overviewWeekly
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中国三大航空会社の日本線大幅減便まとめ（2025-2026年冬春スケジュール）

https://mp.weixin.qq.com/s/buOoJTTr2BdQSmu0peWtCw

・中国の大手航空会社3社(中国国際航空/中国東方航空/中国南方航空)は、2025年冬ダイヤに向け、日本路線の運航便数を

全体で約40〜50％削減する方針

・二三線都市からの路線を集中廃止/減便し、主要幹線（東京/大阪発着）へ集約される傾向

・中国国際航空(CA) ：週184便→104便(44%減)

北京/上海発の名古屋、福岡、沖縄など地方路線を中心に廃止・減便を実施

・中国南方航空(CZ) ：週119便→61便(49%減)

路線数も21路線から10路線と半減し、北京大興や地方都市発の大阪/東京路線を相次いで廃止

・中国東方航空(MU) ：週242便→141便(42%減) 

28路線から13路線と上海浦東発の地方空港路線を大幅に整理する一方、東京/札幌などの主要路線は維持

→全体として中国側航空会社は採算性を重視し、地方路線を縮小する一方で、
需要の見込める大都市路線に運航を集中させる戦略へ転換している点が特徴。

https://mp.weixin.qq.com/s/buOoJTTr2BdQSmu0peWtCw
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12月中、1月中の訪日チケット

路線 12月24日最安 1月7日最安 変化傾向 背景/要因

上海→東京 約600元(約13,421円) 約1,300元(約29,098 円) 上昇 年末特需終了のため、通常価格へ戻った

上海→大阪 約850元(約19,026 円) 約1,200元(約26,860 円) やや上昇 依然安価だが年末の底値は消失

北京→東京 約750元(約16,787 円) 約1,800元(約40,289 円) 大幅上昇 供給制約が強く、価格調整が遅い

北京→大阪 1,800-2,600元(約50,000 円) 2,600-3,700元(約65,000 円) 上昇 便数が少なく、高止まり

・12月下旬は異例の安値水準(特に上海発のLCC）、1月は反動で価格が正常化。

・上海発はLCC中心に価格競争が激しく回復が早いが、北京発は便数が限られ、価格が下がりにくい。

・大阪路線は東京より全体的に割安傾向
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●観光/体験篇

【大阪】人間ドック 【北海道】スキー場 【東京】滝野川八幡神社

12月中 訪日旅行者の観光コンテンツ

日本で胃カメラ / 健康診断

訪日富裕層の欠かせない行事

日本の冬、スキーを楽しむ

ウィンタースポーツが家族で

聖地巡り、

鬼滅の刃・滝野川の神社

神社 / お寺の参拝 + アニメ聖地

SNS調査
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"Mind in Japan" を求める新たな購買層の台頭
1. 背景：なぜ今、日本ブランドか？

【割安感】円安 × 高品：円安恩恵に加え、Made in Japanの縫製・素材への絶対的信頼。

【差別化】脱・ロゴ主義：「誰もが知るブランド」から「知る人ぞ知るブランド」へ。審美眼の証明。

【適合性】アジアのセンス：欧米規格よりアジア人の体型に合い、ミニマルな感性がトレンドに合致。

2. ターゲット層とインサイト

・個性重視の中国富裕層 (年齢層：30-50歳)

志向： 素材、職人技術、ヴィンテージ、ストーリー性を重視。

・トレンドセッター (年齢層：Z世帯 / 20-30歳)

行動： City Walk（街歩き）、日本限定ライン、セレクトショップ巡り。

3. 注目の購買カテゴリーとブランド例

デザイナーズ (Fashion：Sacai, Auralee, COMOLI, Yohji Yamamoto

アウトドア (Gorpcore)：Montbell, Snow Peak, nanamica (Purple Label)

ライフスタイル (Life)：鯖江の眼鏡 (999.9等), 作家ものの器, 伝統工芸品
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日本製、日本ブランドについて

【ファッション】SNIDEL 【アウトドア】Montbell

デザインが新しくて若々しく、
いろいろな⽂化や伝統的な技法を

組み合わせている

ハイエンドブランドほどではないが、

価格や立ち位置を考えると十分に

納得できるクオリティ

日本ブランドならではの上品さがあり、

ドラマや芸能人の着用をきっかけに、

憧れのブランドとして定着。

【ファッション】KHOKI

個性が強く、他⼈とかぶらないデザイ
ンで、⿊を基調とした世界観がクール
かつ哲学的に感じられやすい。

【ファッション】
YOHJI YAMAMOTO
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日本製、日本ブランドについて
【雑貨】today's special 【アニメ】鬼滅の刃【ファッション】鯖江産のメガネ

⽇本・鯖江の⼿作りならではの上品さと
⾼級感があり、顔型を選ばず⽇常使い

しやすい点が魅⼒。

店舗数が多く、デザイン性と品揃えの
幅広さが魅⼒。

繊細なカット技術による美しい輝きと
⾼級感があり、⽇本の匠の精神を感じら
れる⼯芸品として評価されている。

【伝統工芸品】江戸切子

家族愛や仲間との絆といった普遍的な
価値観に共感しやすく、作品としての

⾯⽩さや完成度の⾼さが⽀持されている。
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2026年春節｜中国出境旅行トレンド

https://news.airbnb.com/zh/airbnb爱彼迎发布2026年春节出境游趋势：拼假错峰更自由/

●市場動向

2026年春節前後の中国旅行者による海外旅行検索数は、前年同期の約2倍に拡大。

史上最長となる春節休暇を背景に、休暇を組み合わせて取得することにより、混雑を避けた長期/長距離旅行が増加している。

●旅行スタイルの変化

都市観光中心の旅行から自然に触れ、屋外で過ごす体験型旅行へと関心が移行。家族や親族、友人と同行する複数人での

旅行が主流となっており、特にZ世代の出境旅行への関心は前年比で3倍以上と大きく伸長している。

●注目される渡航先

自然資源が豊富なニュージーランドおよびノルウェーが人気上位に浮上。加えて、温暖な気候を持つイタリア南部や

スペイン沿岸部など南欧の海辺エリアが、新たな春節旅行先として急速に注目を集めている。

https://news.airbnb.com/zh/airbnb%E7%88%B1%E5%BD%BC%E8%BF%8E%E5%8F%91%E5%B8%832026%E5%B9%B4%E6%98%A5%E8%8A%82%E5%87%BA%E5%A2%83%E6%B8%B8%E8%B6%8B%E5%8A%BF%EF%BC%9A%E6%8B%BC%E5%81%87%E9%94%99%E5%B3%B0%E6%9B%B4%E8%87%AA%E7%94%B1/



